
自己紹介：阿部レイ (東工大M2)
2020：B1-B2 2022：B3-B4 2023：B4-M1

早稲田チームとして
iGEM Jamboree 出場

(オンライン)

早稲田チームとして
iGEM Jamboree 出場

(パリ)

2023 iGEM 
Community 

Ambassadorに就任



3つの立場でiGEMに参加
2020：B1-B2 2022：B3-B4 2023：B4-M1

1
チームの中の

後輩的立場で参加

2
チームの中の

先輩的立場で参加

3
大会後

iGEM Communityの
活動に参加



出場の初期段階からバイオセイフティと向き合う
2月-5月 6月 9月 10月

参加登録 Safety form
初稿提出

Village(部門)
選択

Safety form
最終締切

PV作成

メンバー登録

大会当日ブース
Safety承認

Judging form提出

Wiki(活動報告サイト)締切

遺伝子パーツ登録締切

ソフトウェア締切

Attribution提出

大会
当日

+
学内の遺伝子組換え
講習受講・実験申請

プロジェクトの具体化・実験

本番の質疑応答でも
安全面に関する質問



出場の初期段階からバイオセイフティと向き合う
2月-5月 6月 9月 10月

参加登録 Safety form
初稿提出

Village(部門)
選択

Safety form
最終締切

PV作成

メンバー登録

大会当日ブース
Safety承認

Judging form提出

Wiki(活動報告サイト)締切

遺伝子パーツ登録締切

ソフトウェア締切

Attribution提出

講習会や必要書類の準備を通じて
日々の実験やプロジェクト立案での安全性への意識が向上

大会
当日



Human practiceを通じて相互に理解を深める

例：高校生-大学生向けのワークショップを実施

1. 過去のiGEMプロジェクトの要約資料

2. SDGsのレクチャー→ 課題の設定

3. プロジェクトアイデア出し
「A(物質名)をB(検出/生産/分解)する
C(酵素/微生物/遺伝子回路)」を作る！

● キルスイッチにも言及

iGEM Waseda_Tokyo 2022 wikiより



ビジネスモデル立案を通じたラボを超えた調査

● 起業を希望している学生と技術シードを持つ学生を繋ぐ
学内アントレプレナーシッププログラムに参加

1. ビジネス講習を受講
2. ピッチとビジネスの専門家からのフィードバックを重ねた

● 市場調査

● ニーズの調査

● 収益の得られる仕組みの検討

iGEM Waseda_Tokyo 2022 wikiより



ラボを超えたインタビューの例

● 当事者インタビュー
○ 本当にこのプロジェクトは当事者に求められていることなのか？

○ 研究の現場だけでなく消費者の視点も考慮

● 誰も不快にならないような配慮
○ 不妊治療をテーマにしたプロジェクト

当事者団体へのインタビュー

○ 英語(母国語ではない言語)での発表：英語での表現にも注意
ジェンダー研究の専門家へのインタビュー



ご清聴ありがとうございます
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